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【研究の背景・目的】 

世界の x-EV(電気自動車)の販売台数は 2035 年に
は自動車全体の 50 %を超え 1 億台にのぼると予測さ
れている。またロボット、風力発電等の急速な普及
も進み、それらを構成するモーターに必要な永久磁
石の巨大な需要拡大が見込まれている。現在、永久
磁石材料としては高性能・高価格である NdFeB、低
性能・低価格であるフェライトの 2 種類しかなく、
磁気特性およびコストパフォーマンスが両者の中間
に位置する材料が切望されている。また NdFeB 合金
に用いられている Nd 等の希土類元素は、中国等に偏
在しているため供給不安を払拭できず、希土類を用
いない(レアアースフリー)磁石材料の開発が必要と
なっている。図 1 に示したように、近年中国が NdFeB
磁石の製造技術を高め、すでに生産量では世界の 3

分の 2 を占めるに至っている。したがって「中国の
技術的追い上げ、および将来の x-EV、風力発電、ロ
ボット等の普及による磁石の巨大な需要に我が国が
どう対応していくか？」が喫緊の課題である。この
ような世界情勢に対して本研究は図 2 に示したよう
に、NdFeB 磁石とフェライト磁石の中間の磁気特性
を有する希土類フリー磁石材料を創製し、我が国が
この分野で引き続き世界のリーダーなることを目指
すものである。

【研究の方法】 

NdFeB磁石とフェライト磁石の中間の磁気特性を
有する希土類フリー磁石材料の候補として、軽元素
（H,C,O,N）を含む Fe 合金を取り上げた。理論グル
ープでは、これらの元素が含まれた Fe 合金の磁性を
第一原理計算によって予測する。実験グループでは
Fe に H、C、O、N を導入するプロセスの研究を行
う。すなわち理論計算から導かれる物性と新しい物
質合成プロセスを組み合わせることにより軽元素を
含む希土類フリー磁石の材料創出を目指す。

【期待される成果と意義】
NdFeBとフェライトの中間の特性を有する希土類

フリー磁石の開発によって新しいカテゴリーを作り、
我が国の優れたモーター設計技術を駆使して他国が
追従できない技術的優位性を獲得することが国際競
争上重要な戦略である。コストパフォーマンスに優
れた希土類フリー磁石を創出できれば NdFeB まで
の高性能を必要としないが、フェライトよりも高い
磁気特性が求められる用途において置き替えが進み
磁石市場が大きく変わると期待される。
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図 1 NdFeB 磁石生産量 
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図 2 磁石の性能とコスト 


